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２ 10月から児童手当制度が大きく変わります 12 地域おこし協力隊が行く

４ 認定こども園・保育所の入園児を募集します 16 社会福祉協議会だより

６ 最新の知識や情報をもとに　災害に備える 18 町のわだい　夏休みに貴重な体験　公民館教室

８ 第12次ハルビン市学生研修団来町 25 おしらせ版

（関連ページは14・21ページ）
商工会夏祭りと町花火大会を満喫！商工会夏祭りと町花火大会を満喫！



10
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
■ 

福
祉
課
こ
ど
も
係
☎

（67）
５
１
９
４

　
令
和
６
年
10
月（
12
月
受
給
分
）よ
り
、

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
手
続
き
が
不
要
な
受
給
者（
養
育
者
）

　
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、

子
ど
も
全
員
が
同
じ
世
帯
で
、
大
学
生

年
代
の
子
ど
も
が
い
な
い
人
は
、
申
請

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
大
学
生
年
代
の
子
ど
も
が
い
て
も
次

の
B
に
該
当
し
な
け
れ
ば
不
要
で
す
。

　
受
給
額
が
変
更（
増
額
）に
な
る
人
に

は
、
12
月
の
支
給
日
ま
で
に
町
か
ら
金

額
の
改
定
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
手
続
き
が
必
要
な
受
給
者（
養
育
者
）

A�

子
ど
も
が
新
た
に
受
給
対
象
と
な
る

高
校
生
年
代
の
み
の
人

B�

大
学
生
年
代
の
子
ど
も
が
い
て
高
校

生
年
代
以
下
の
子
ど
も
と
合
わ
せ
て

３
人
以
上

3

3

3

3

い
る
人

C�

現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
で
き
て
い
な
い
人

　
A
か
B
に
該
当
す
る
人
で
子
ど
も
が

同
じ
世
帯
に
い
る
場
合
と
、
C
に
該
当

す
る
人
に
は
、
町
か
ら
申
請
手
続
き
の

案
内
通
知
を
お
送
り
ま
す
。

児童の年齢 第１子・第２子 第３子以降

３歳未満 １万5,000円
（変更なし） ３万円

（増額＆算定条
件が有利に）３歳～

　高校生年代
１万円

（年齢を延長）

受
給
対
象
年
齢
の
拡
大
・

受
給
対
象
年
齢
の
拡
大
・

第
３
子
以
降
の
受
給
額
が
引
き
上
げ

第
３
子
以
降
の
受
給
額
が
引
き
上
げ

　　
A
か
B
に
該
当
す
る
人
で
子
ど
も
が

別
世
帯
に
い
る
場
合
は
、
町
で
は
把
握

で
き
な
い
た
め
、
申
請
手
続
き
の
案
内

通
知
を
お
送
り
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す

る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
▼
A�

・
C
の
人　
９
月
30
日（
月
）

　
▼
B
の
人　
　
　
10
月
31
日（
木
）

※�

公
務
員
の
皆
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

注
意 

★

　

大
学
生
・
高
校
生
年
代
で
あ
っ
て

も
、
就
労
な
ど
で
自
立
し
て
生
計
を

営
み
、
養
育
者
が
生
活
費（
食
費
・

家
賃
）や
学
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
児
童
手
当

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第

３
子
以
降
を
数
え
る
た
め
の
人
数
か

ら
も
除
か
れ
ま
す
。

①  

対
象
児
童
の
年
齢
を「
中
学
生
」か

ら「
高
校
生
年
代（
18
歳
に
な
っ
た

年
の
年
度
末
）」に
延
長

②  

第
３
子
以
降
の
支
給
額
を
月
額

「
１
万
5
０
０
０
円
」か
ら「
３
万

円
」に
増
額

③  

第
３
子
以
降
を
数
え
る
と
き
に
対

象
と
な
る
上
の
子
の
年
齢
を「
高

校
生
年
代
」か
ら「
大
学
生
年
代

（
22
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
）」

に
延
長

④ 

所
得
制
限
の
撤
廃

⑤  

支
給
回
数
を「
年
３
回
」か
ら「
年

６
回（
偶
数
月
）」に
変
更

⑥ 

支
払
通
知
書（
は
が
き
）の
廃
止

町ホームページ→

■令和６年10月（12月受給分）からの月額

拡 充主
な
変
更
点

主
な
変
更
点

■第３子以降の数え方

22歳（第１子） 17歳（第２子） 14歳（第３子）
３万円1万円支給なし

23歳 18歳（第１子） 15歳（第２子）
１万円1万円支給なし

← 申請が必要か簡単に判別
できるフローチャート

お
子
さ
ん
と
世
帯
が

分
か
れ
て
い
る
人
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
！
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町政の動き



　

町
は
、
富
岡
警
察
署（
高
橋
英
丹
署

長
）と
公
益
社
団
法
人�

被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま（
小
磯
正
康

理
事
長
）と「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
６
月
に
制
定
し
た
町

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
基
づ
き
、

犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
関
連
し
た
情

報
共
有
を
行
い
、
連
携
し
て
被
害
者
の

権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
で
す
。

　
町
は
、
被
害
者
が
早
期
に
日
常
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
住
宅
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
う

ほ
か
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
負
傷
し
た
被
害
者
や
亡
く
な
っ
た

被
害
者
の
遺
族
に
見
舞
金
を
支
給
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

森
平
仁
志
町
長
は「
被
害
が
起
こ
ら

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
各
支
援
策

の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
協
力
を
得

な
が
ら
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　犯罪などの被害者（犯罪や交通事故、Ｄ
Ｖ、ストーカーなどの被害を受けた人）や
その家族・遺族に対して精神的ケアを行
うなど、被害の回復や軽減のためのさま
ざまな支援を行う民間団体です。

紹

すてっぷぐんま

群馬県公安委員会指定
犯罪被害者等早期援助団体

公益社団法人被害者支援センター

介

　¡Hola(オラ)!（スペイン語で「こんにちは」）JICA海外協力隊で
パラグアイ派遣中の佐藤愛です。
　パラグアイは冬を迎えました。５℃を下回る寒い日が１週間
くらい続くと、次の週は30℃近くになる日が続き、それを繰り
返しています。この寒暖差で体調を崩さないよう筋トレで体を
鍛えながら過ごしています。
　前回お伝えしたイグアスの“Michi no eki（道の駅）”が、つい
に正式にオープンしました！これまでは縁日のような形でイベ
ントとして開催していましたが、毎日営業するようになり、地
元のグルメや工芸品を楽しめたり観光情報を入手できる魅力的
な場所になりました。観光協会や市役所など関係者で協力し、
このような形で実現させるこ
とができた喜びと、そしてそ
れをみんなで共有できたこと
をとてもうれしく思います。

パラグ

ア イ

「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
３
者
で
締
結 　
　
　
　
　
　
　
■ 

総
務
課
庶
務
係
☎

（74）
３
１
３
１

道の駅立ち上げに関わる仲間

国道沿いにある“Michi no eki”

愛

eye佐藤愛の

JJICA 海外協力隊便りICA 海外協力隊便り vol.2vol.2

高橋署長 森平町長 小磯理事長
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甘
楽
町
に
在
住
す
る
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
令
和
７
年
４
月

に
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
教
育
部

分（
１
号
認
定
）、
保
育
部
分（
２
号
・

３
号
認
定
）に
新
規
入
園
を
希
望
す
る

子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
園
希
望
の
あ
る
保
護
者
は
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

入
園
中
の
子
ど
も（
２
号
・
３
号
認
定

の
み
）も
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

２
号
・
３
号
認
定
の
人
は「
保
育
の

必
要
性
」の
支
給
認
定
を
し
ま
す
。

ま
た
、保
護
者
の
勤
務
状
況
に
よ
り
、

保
育
の
必
要
量「
標
準
時
間
」「
短
時

間
」を
決
定
し
ま
す
。

　
２
号
・
３
号
認
定
を
受
け
る
に
は
、

「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

  

認
定
区
分

● 

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由 

●

　
保
護
者
が
、
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
子
ど
も
を
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
場
合

①
月
に
48
時
間
以
上
仕
事
を
し
て
い
る

②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
で
あ
る

③�

病
気
・
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
る

④�

長
期
の
病
人
な
ど
同
居
の
家
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る

⑤�

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
復
旧

に
当
た
っ
て
い
る

⑥�

求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）を

行
っ
て
い
る

⑦
保
護
者
が
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
中
の
継
続
利
用

　
３
歳
～
５
歳
児
の
保
育
料
は
、
無
料

で
す
。

　
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
は
、
住
民

税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
が
、
４
月
～

８
月
分
は
令
和
５
年
所
得
か
ら
、
９
月

～
３
月
分
は
、
令
和
６
年
所
得
か
ら
計

算
さ
れ
ま
す
。

　

第
２
子
以
降
の
０
歳
～
２
歳
児
は
、　

町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
け
れ
ば
申
請
に

よ
り
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に

通
う
児
童
の
給
食
費
は
、
無
料
で
す
。

【
新　
規
】

日
時　
◦
10
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
◦
10
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　
に
こ
に
こ
甘
楽

　
　

���（
白
倉
１
３
９
５
番
地
１
）

※�

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

こ
ど
も
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
継　
続
】

期
限　
10
月
11
日（
金
）ま
で

場
所　
め
ぶ
き
の
森
か
ん
ら
・

　
　
　
か
ん
ら
保
育
園

※�「
入
園
申
込
書
」や「
就
労
証
明
書
」な

ど
の
用
紙
は
、
め
ぶ
き
の
森
か
ん

ら
・
か
ん
ら
保
育
園
・
に
こ
に
こ
甘

楽
・
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

現
在
、
管
外（
他
市
町
村
）保
育
を
利

用
し
て
い
る
保
護
者
に
は
別
途
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
新
規
で
希

望
さ
れ
る
場
合
は
こ
ど
も
係（
☎

（67）

５
１
９
４
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

■ 問い合わせ　福祉課こども係（にこにこ甘楽内）
                   　☎67-5194

  

申
込
受
付
日
・
場
所

入
園
時
の

対
象
年
齢
満
３
歳
以
上
満
３
歳
未
満

認
定

区
分

１
号（
教
育
）
３
号（
保
育
）

２
号（
保
育
）

申込書や詳細は、
町ホームページ
を見てね

令 和
７年度 認定こども園・保育所の認定こども園・保育所の

入園児を募集します入園児を募集します
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■ 設置運営者　株式会社アイグラン（広島市西区庚午中1-7-24）
　　　　　　　 代表取締役　橋本雅文

■ 所在地　甘楽町大字白倉1380番地１
　　　　　 ☎74-3172

年　齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合　計
定　員 ６人 12人 18人 20人 21人 23人

100人
認　定 3号 ２号

■ 定員

受け入れ時間 受け入れ
対象曜　日 朝延長 短…保育短時間（２・３号認定）

標…保育標準時間（２・３号認定） 延　長

月～土 午前７時～ 短 午前８時30分～午後４時30分 ～午後７時 生後57日以降標 午前７時30分～午後６時30分

■ 受け入れ時間・受け入れ対象

かんら保育園
公私連携型保育園

公私連携幼保連携型認定こども園

■ 設置運営者　社会福祉法人高太会(富岡市妙義町下高田144)
　　　　　　　 理事長　矢野勅仁

■ 所在地　甘楽町大字小川328番地７
　　　　　 ☎67-5135

年　齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合　計
定　員 ６人 27人 31人 53人 36人 42人

195人
認　定 3号

1号 2号 1号 2号 1号 2号
15 38 15 21 15 27

■ 定員

受け入れ時間
受け入れ

対象曜　日 朝延長
教…教育標準時間（１号認定）
短…保育短時間（２・３号認定）
標…保育標準時間（２・３号認定）

延　長 
（預かり）

月～金
― 教 午前８時30分～午後２時 ～午後４時30分 満３歳児から

午前７時～ 短 午前８時30分～午後４時30分 ～午後７時 生後57日以降― 標 午前７時～午後６時 ～午後７時

土
― 教 ― ― ―

午前７時～ 短 午前８時30分～午後４時30分 ～午後７時 生後57日以降― 標 午前７時～午後６時 ～午後７時

■ 受け入れ時間・受け入れ対象

めぶきの森かんら

『食べること＝楽しいこと』を理念とし、
給食・おやつともに完全手作り、天然だ
しにこだわり、食材は無農薬・減農薬と
し、化学調味料も極力使用しません。

本格的なリトミック教育の
導入。音楽を活用し右脳を
活性化させ頭を働かせる土
壌を育てる教育プログラム
です。

英語教育の専門家監修のもとネイ
ティブスピーカーとオンラインで、
歌やダンスを楽しむなど対面のコ
ミュニケーションをとりながら楽
しく学習できるプログラムです。

オンライン英会話の導入リトミック教育の導入食育に対するこだわり
（アレルギー食へも対応）

● 自主性を育てます
● 個性を大切にします　
● 思いやりの気持ちが育つ、「心の基地」をめざします
● 自然との触れ合いを大切にします

保
育
方
針

富岡市で培った保育と甘楽町の幼稚園教育を融合し、
子どもたちの育ちを第一に考えた教育保育を実践します
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　地震や風水害などの自然災害は、突然、そして
想像を超える力で襲ってきます。しかし、日ごろ
から防災対策をしておくことで、慌てずに行動で
き被害を最小化することができます。
　自分自身や家族の安全を守るためには、普段か
らの備えと心構えが重要です。まずは、身近な人
と話し合ってみましょう。

避難所が定員を超えている場
合などやむを得ない場合は、
車に避難したり安全な場所に
テントを設営して避難する方
法もあります。

山際にお住まいで夜間など
屋外への避難が危険な場合
は、自宅内で最も高く、裏
山の斜面などから一番遠い
部屋で過ごしましょう。

親せきや知人宅などに避難
します。どのような災害時
に避難するか、避難先の人
と相談して理解を得ておき
ましょう。

安全なホテルや旅館などに
避難します。立地や移動
ルートの安全性を確認して
おきましょう。

自分の安全は自分で守ろう

　災害が発生すれば、安全な場所への避難が必要になるこ
ともあります。
　あなたはどこへ避難しますか。「避難＝学校などの避難所
へ行く」だけではありません。多くの人が集まる避難所では、
感染症対策を行っても感染リスクがゼロになることはなく、
近年、避難先を分散させる「分散避難」という考え方が登場
しています。

　　　　『分散避難』について考える　　　　『分散避難』について考える

甘楽町安全安心メール
町の情報をいち早くお知らせ

　町は防災情報をはじめ、さまざまな情報を
メールで配信しており、防災無線の放送文も
メールで届きます。ぜひご登録くだ
さい。右のコードを読み取るか、「ml.
kanra@e-park.ne.jp」へ空メール（件
名・本文不要）を送信してください。

縁故避難

ホテル避難 車中・テント避難

垂直避難（在宅避難）

■ 総務課庶務係 ☎74-3131■ 総務課庶務係 ☎74-3131

垂
直
避
難

災害に備える災害に備える
最新の知識や情報をもとに最新の知識や情報をもとに

登  録登  録
しようしよう

分散避難分散避難

6広報かんら／2024.9.1



非常用持ち出し袋の中身を確認
生活スタイルなどによってカスタマイズ！

■■ 飲料水
500ml×４本程度

■■ 食品
レトルト食品・缶詰・
チョコ・ビスケットなど

■■ 衣類・運動靴
雨具・下着・防寒着など

■■ 洗面用具
歯ブラシ・歯磨き粉・
タオルなど

■■ 救急用品
消毒薬・ばんそうこう・
包帯・常備薬など

■■ 照明器具
懐中電灯・
ランタンなど

■■ ペン・ノート ■■ ラジオ
小型で携帯できるもの

■■ マッチ・ろうそく
取り扱いには注意して保管

■■ 乾電池・充電器
電池は懐中電灯やラジオに
使用するため多めに用意

■ ■ そのほか
各家庭に応じた必要品

（ミルク・おむつなど）

■■ 貴重品
現金（小銭）・保険証・
印鑑・通帳など

　非常用持ち出し袋や、自宅で避難生活を送る際
の備蓄品を用意しましょう。
　食料の備蓄には「ローリングストック法」がおす
すめです。食材や加工品を普段から少し多めに買
い置き、使った分だけ買い足しておくことで、常
に一定量の食料を家に備蓄しておく方法です。

　　　　『ローリングストック法』で備蓄品の入れ替えを『ローリングストック法』で備蓄品の入れ替えを

　　　　家具類の転倒防止対策を家具類の転倒防止対策を

　地震で倒れた家具の下敷きになったり、倒れた
家具が避難路をふさいでしまったりすることもあ
ります。家具類の配置を工夫したり、転倒・落下
などを防ぐ対策をしましょう。

　

町
で
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に

第
三
者
の
支
援
が
必
要
な
人
の
氏
名

や
住
所
な
ど
を
記
載
し
た「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」を
作
成
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
の
名
簿
は
、
災
害
時
の
避
難
支

援
や
安
否
確
認
の
た
め
に
行
政
区
や

消
防
、
警
察
な
ど
の
関
係
者
に
情
報

共
有
さ
れ
、「
誰
が
」「
誰
を
」「
ど
の
よ

う
に
」避
難
さ
せ
る
か
を
自
ら
が
記
載

す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

● 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

　
高
齢
者
の
み
の
世
帯

● 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

● 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

■ 

福
祉
課
福
祉
係 

（67）
５
１
６
２

避
難
行
動
要
支
援
者
制
度

一緒に一緒に
持ち出そう持ち出そう

ご
登
録
く
だ
さ
い

L型金具L型金具
ポール式ポール式

器具器具

ストッパー式ストッパー式
器具器具
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第
12
次
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市
学
生
研
修

団
21
人（
小
学
生
16
人
、
団
長
・
随
行
員

５
人
）が
７
月
26
日
に
来
町
し
、
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
町
に
滞
在
中
、
研
修
団
は
町
内
施
設
の

見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
８
月
中
旬
に

中
国
を
訪
問
す
る
町
の
中
学
生
研
修
団
員

の
皆
さ
ん
と
甘
楽
中
学
校
を
見
学
し
た
り

一
緒
に
カ
レ
ー
作
り
を
体
験
し
た
り
、
言

葉
の
壁
を
超
え
互
い
に
友
情
を
深
め
、

食
べ
物
や
文
化
の
違
い
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
日
間
の
滞
在
期
間
を
終
え
た
研
修

団
は
、30
日
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
町
と
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
局
は
、
友
好

交
流
を
始
め
て
か
ら
33
年
を
迎
え
、
互

い
に
小
中
学
生
を
派
遣
す
る
な
ど
関
係

を
深
め
て
い
ま
す
。
８
月
16
日
か
ら
23

日
ま
で
の
間
に
は
、
甘
楽
中
学
校
の
生

徒
７
人
が
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市
を
訪
問
し
た
中

学
生
研
修
団
の
様
子
は
広
報
か
ん
ら
10

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

友
好
親
善
と
相
互
理
解
を

ー
子
ど
も
た
ち
が
交
流
ー

第12次ハルビン市学生研修団来町第12次ハルビン市学生研修団来町

熱烈歓迎‼熱烈歓迎‼

さ
ら
な
る
交
流
の
活
性
化

日中の研修団でカレー作り

ハルビン市での再会を約束した両市町の研修団員の皆さん 甘楽中校舎内を生徒が案内

国指定名勝「楽山園」内の凌雲亭で抹茶を楽しんだ研修団

言
葉
の
壁
を
超
え
友
情
を
育
む

言
葉
の
壁
を
超
え
友
情
を
育
む

8広報かんら／2024.9.1

町政の動き



　

四
角
い
板（
10
～
20
㎝
）を
カ
ン
ナ

で
削
り
、お
皿
や
ト
レ
ー
を
作
り
ま
す
。

木
の
温
も
り
や
質
感
を
楽
し
み
な
が

ら
、
作
品
を
手
作
り
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時

・
９
月
29
日（
日
）��

午
後
１
時
30
分
～

・
10
月
６
日（
日
）��

午
後
１
時
30
分
～

※
両
日
と
も
同
内
容
で
、
２
時
間
程
度

講　
師　
水
野
咲
衣
花
さ
ん（
木
工
藝
家
）

定　
員　
両
日
と
も
10
人

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
実
費
）

対　
象　

 

小
学
生
～
一
般（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

そ
の
他　

 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
作
品

を
入
れ
る
袋
を
持
参
。

申
込
期
限　
９
月
25
日（
水
）

※�
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
☎

（74）
７
５
７
５

『
簡
単
な
木
工
で

　
　
素
敵
な
小
物
づ
く
り
』

　  月　   日（土）～　     月      日（月・祝）
午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

【入場料】　高校生以上　200円・中学生以下　無料
【休館日】　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
【問い合わせ】　長岡今朝吉記念ギャラリー
　　　　　　　☎74-7575

初日は午前10時～
オープニングトークイベントを開催

長岡今朝吉記念ギャラリー長岡今朝吉記念ギャラリーからのご案内

ワワ

クク

シシ
ョョ

ププ

清清
雅雅

展展

　
仕
事
な
ど
で
平
日
の
開
庁
時
間
内
に

役
場
で
の
手
続
き
が
難
し
い
人
に
対
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓

口（
申
請
・
交
付
・
更
新
）や
、
出
張
申

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

休
日
窓
口

休
日
窓
口

　
開
設
は
原
則
、毎
月
第
４
日
曜
日
で
、

予
約
制
で
す
。
開
設
日
は
全
て
日
曜
日

で
す
の
で
、
３
日
前
の
木
曜
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
持
ち
で
す
か

　木工藝学林「清雅舎」は、町内在住の重要無形文化
財保持者（人間国宝）である須田賢司氏が主宰する研
究会です。本展覧会は、この研究会に参加する木工
藝家８人と須田氏の作品を展示します。磨き上げた
技と洗練された「木工藝」の世界をお楽しみください。

９
月
29
日（
日
）・
10
月
27
日（
日
）

11
月
24
日（
日
）・
12
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
予
約
が
な
い
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

※ 

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
り

開
設
日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
住
民
課
住
民
係 

☎
（64）
８
３
１
４

 

出
張
申
請

出
張
申
請

　
ご
自
宅
な
ど
指
定
さ
れ
た
場
所
に
職

員
が
出
向
い
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
訪
問
日
時

な
ど
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

須田賢司
クラロウォールナットと桜のテーブル「八橋Ⅱ」と椅子

深澤慎太郎
栃蘇芳染拭漆盛器

玉井智昭
欅造合子

桑山弥宏
神代欅彩線木象嵌小箱「織彩」

五十嵐誠
槐ノ棚

林哲也
神代杉造箱「六合」

宮脇和代
欅拭漆透かし箱

水野咲衣花
楓小箪笥

菅野ユキ江
楓拭漆飾箱「養花天」

町制施行65周年記念事業町制施行65周年記念事業

９ 21 10 14

開設日時
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青 少 推

手
伝
う
よ　
ふ
と
し
た
時
の　
思
い
つ
き　
　
　
　
　
　
　
（
甘
楽
中
２
年　
磯
貝
知
花
）

ど
ん
な
時
で
も　
背
中
を
押
し
て
く
れ
る　
家
族
の
言
葉　
（
甘
楽
中
２
年　
町
田
さ
く
ら
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
５
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優
秀

賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
５
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

　　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
本
町
の「
教

育
行
政
方
針
」に
基
づ
く
学
校
教
育
お

よ
び
社
会
教
育
に
関
す
る
９
の
重
点
項

目
、
86
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、
３

人
の
委
員
に
点
検
し
て
い
た
だ
き
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
取
り
組
み

に
対
し
て
、
重
点
項
目
ご
と
の
５
段
階

評
定
の
平
均
は「
４・
７
」と
い
う
評
価

で
し
た
。
今
後
も
工
夫
や
改
善
を
行
い

な
が
ら
、
ご
指
摘
を
踏
ま
え
た
よ
り
良

い
教
育
委
員
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
報
告
書
は
教
育
委
員
会
事
務

局（
学
校
教
育
係
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

 
学
校
教
育
・
学
校
給
食

◦ 
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
1
人
1
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
は
良

く
、
書
く
授
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◦ 

町
内
の
自
然
・
文
化
財
・
人
的
資
源
を

活
用
し
た
5
年
生
の
宿
泊
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
立
案
・
実
施
に
期
待
し
ま
す
。

◦ 

各
学
校
で
、
地
域
や
児
童
・
生
徒
の
実

態
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
が
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
甘
楽
中
で
は
、
生
徒

会
役
員
の
提
案
し
た
こ
と
に
つ
い
て
先

生
方
が
そ
の
想
い
を
受
け
取
り
、
協
力

し
て
実
践
し
て
い
る
取
り
組
み
や
町
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス

カ
イ
の
取
り
組
み
な
ど
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

◦ 

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
は
評

価
で
き
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
交
流
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◦ 

学
校
運
営
協
議
会
は
少
し
ず
つ
前
へ
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
9
年
間
の

学
び
の
全
体
図
」に
つ
い
て
実
際
に
運
用

し
て
み
て
、
工
夫
し
た
り
点
検
し
た
り

し
て
、
実
践
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◦ 

地
産
地
消
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
甘
楽
町
ら
し
い
学

校
給
食
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
食
の
大
切
さ
を

さ
ら
に
広
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護

◦ 

各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
よ
る
学
習
の

機
会
を
提
供
し
た「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」

は
毎
年
開
催
さ
れ
、
興
味
の
持
て
る
講

座
で
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

◦ 

図
書
館
は
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
イ
ベ
ン

ト
も
楽
し
そ
う
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も

充
実
し
て
い
て
感
心
し
ま
す
。

◦ 

文
化
会
館
や
楽
山
園
の
イ
ベ
ン
ト
は
魅

力
的
で
あ
り
地
域
に
根
付
い
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
能
な
ど
の
芸
術
性
の

高
い
も
の
か
ら
親
し
み
や
す
い
歌
謡
祭

や
寄
席
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
町
民
の
た
め

に
素
敵
な
企
画
を
期
待
し
ま
す
。

◦ 

楽
山
園
は
ロ
ケ
地
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
の
で
、
新
聞
、
広
報
以
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
な
ど
県
内
外
の
人
に
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

◦ 

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
定
期
的

に
入
れ
替
え
と
テ
ー
マ
が
あ
り
良
い
と
思

い
ま
す
。
他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
展
示
も
あ

っ
た
ら
よ
り
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
田
村
峰
嗣

　
吉
井　
誠

　
関
谷
か
お
り

教
育
委
員
会
の
事
業
に
関
す
る
点
検
・
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

  

■ 

教
育
課
学
校
教
育
係
☎

（64）
８
３
２
３

評
価
委
員

評
価
委
員
か
ら
の

意
見
・
要
望
な
ど(

抜
粋
） 評価

4.7

８月９日、近藤教育長（右）から白石議会
議長へ点検・評価報告書を提出

令
和
５
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

外
部
の
評
価
委
員
に
よ
る
点
検
・
評
価
を
実
施

外
部
の
評
価
委
員
に
よ
る
点
検
・
評
価
を
実
施
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　第59回群馬県中学校総合体育大会で、甘
楽中学校の生徒がそれぞれの目標に立ち向
かい、熱い戦いを繰り広げました。
　夏の中体連関東大会への出場を勝ち取っ
た選手の激励会が８月２日、公民館で開かれ、
生徒たちが大会への意気込みを語りました。

【ハンドボール】　女子ハンドボール・優勝

【ソフトテニス】　女子団体・第３位

【陸上競技】　女子走り高跳び・優勝

第３位・全国大会出場

【ソフトテニス】　男子個人（ダブルス）・第４位

女子個人（ダブルス）・第７位

2024夏・中体連2024夏・中体連
関東大会出場！躍動する甘楽中生関東大会出場！躍動する甘楽中生

森平町長からの激励を受ける甘楽中生徒の皆さん

● ハンドボール女子の皆さん
　関東大会では、今まで練習してきたこと
を全て発揮し、顧問の先生、外部コーチ、
いつも支えてくださっている保護者の方々
に感謝し、全力で戦い抜きます。

関東大会では…

● 市川沙弥さん（２年）
　目標は県大会時より
も５cm高い１ｍ55cm
を跳ぶことと、８位入
賞することです。貴重
な体験を楽しみながら、
全力で戦っていきたい
です。

● 渡邊惺矢さん（３年）
　今まで支えてくれた先
生、家族、テニスを教え
てくれた方々に感謝し全
国大会出場を目指して、
最後まで諦めないで楽し
くプレーしたいです。

鈴木櫂正さん・渡邊惺矢さん

● 町田さくらさん（３年）
　試合を楽しむことを忘れずに、今まで自分たち
がやってきた練習の成果を発揮して、団体メンバ
ーで最高の思い出が作れるように頑張ります。

● 森平莉万理さん（２年）
　関東大会に出場できた
ことに満足せず、今まで
一生懸命に練習してきた
成果が出せるよう１点で
も１勝でも２人で頑張って、
つかみ取りたいです。

関東大会では…

森平莉万理さん・北川苺さん

関東大会では…

関東大会では…

決勝145cmで23
位と健闘 ２回戦突破・３回戦惜敗

団体…１回戦惜敗
個人…２回戦突破・３回戦惜敗

全国大会では… １回戦惜敗
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　地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

妻木洋夫 さん

　
令
和
３
年
９
月
か
ら
３
年
間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活

動
し
て
き
た
妻
木
洋
夫
さ
ん
が
８
月
末
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
妻
木
さ
ん
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

妻
木
さ
ん
の
任
期
が
満
了
し
ま
し
た
！

　　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
町
に
移

住
し
早
い
も
の
で
3
年
の
月
日
が
経
ち
、

8
月
で
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
農
業
分
野
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
来
た
も
の
の
、
元
々
は
漠
然
と

自
給
自
足
的
な
暮
ら
し
、
農
的
な
暮
ら

し
に
憧
れ
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
農
業
を

生な
り

業わ
い

に
し
て
い
く
こ
と
に〝
こ
れ
〟と
い

う
も
の
が
決
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
協
力
隊
員
と
し
て
、
研
修
で
多
く
の

農
家
の
皆
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、

町
の
特
産
で
も
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

栽
培
と
養
蜂
に
可
能
性
を
見
い
だ
し
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
農
家
、
養
蜂
家
と
し

て
や
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
町
の
猟

友
会
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
一
員

と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

活
動
も
継
続
し
、
今
後
は
捕
獲
し
た
鳥

獣（
主
に
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
）の
ジ
ビ
エ

と
し
て
の
有
効
活
用
も
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
移
住
前
か
ら
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、昨
年
、

町
で
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
9
月
29
日
に
甘
楽
中
学
校
体
育

館
で
の
大
会
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
レ
ス
を
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　防災行政無線で放送した最新の内容を電話で
確認できます。放送内容をもう一度確認したい場
合にご利用ください。

■ 総務課庶務係 ☎74-3131

防災行政無線の防災行政無線の
自動音声応答サービスを自動音声応答サービスを
ご利用くださいご利用ください

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
農
家
・

養
蜂
家
と
し
て
、
町
に
定
住

← 詳しくはホームページを
ご覧ください

町発足65周年記念事業
“かんらプロレスフェスタ”

９月29日（日）
甘楽中学校体育館
午後１時試合開始

町産業課などで
　　　チケット販売中！

ハンターとして地域の安全を守る

昨年10月、町で初開催したプロレス大会で
茂原前町長と記念撮影を行う妻木さん

今の放送内容は
なんだったの？

☎0274-74 -6466☎0274-74 -6466
（通話料がかかります）（通話料がかかります）

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス
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８
月
１
日
に
新
た
な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
９
人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

　

 

今
ま
で
の
経
歴
は
？

　
大
学
卒
業
後
、
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
で
営
業
職
を
中
心

に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ド
全
般
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

 

応
募
動
機
は
？

　
両
親
の
実
家
共
に
農
業
を
営
ん
で
い

た
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
畑
で
遊
び

な
が
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
畑
に

行
け
ば
野
菜
が
採
れ
る
と
い
う
環
境
で

育
ち
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
が
産
ま
れ
、

安
心
安
全
で
栄
養
の
あ
る
食
べ
物
の
大

切
さ
や
持
続
的
な
自
然
と
の
共
生
共
存

の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
、『
農
』に

対
す
る
意
識
を
強
く
し
た
時
、『
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
』を
し
た
町
や
農

家
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
知

り
、
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

 
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
研
修
を
通
し
て
栽
培
技
術
や
農
業
経

営
に
つ
い
て
学
び
、
農
家
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
て
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
、

将
来
的
に
は
消
費
者
と
直
接
つ
な
が
り

要
望
や
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
た
う
え
で
、

生
産
品
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

産
業
課
農
林
係
☎

（64）
８
３
１
９

よ
う
こ
そ
！ 

フ
ェ
イ
先
生

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
紹
介       

■ 

教
育
課
学
校
教
育
係
☎

（64）
８
３
２
３

HELLO！HELLO！

よ
う
こ
そ
！ 

フ
ェ
イ
先
生

① アメリカ・カリフォルニア州
② 料理・絵を描くこと・観光旅行
③  外国語や文化交流を通じて、地域をつなげること
④  良い天気と田舎の雰囲気が、祖父母のいるカンザス

州に似ていて、わたしにとって心地良い町です。
⑤  甘楽町で働くことを楽しみにしています。甘楽町と

群馬県を巡り、いろいろな人と出会っていきたいです。
よろしくお願いします！フェイ・フィルダー さん

（23歳）

①出身地　②趣味　③特技　④甘楽町の印象　⑤町民の皆さんへあいさつ

ALT 担当校

 ケネス・シモニアン先生 福島小学校
めぶきの森かんら

 ケイトリン・スタントン先生 甘楽中学校
かんら保育園

 ブレンダン・バスティアン先生 新屋小学校

 フェイ・フィルダー先生 小幡小学校
めぶきの森かんら

　
町
で
は
、
英
語
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）を
町
内
の

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
、
小

中
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
英
語
の
音
に

慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
、
担
当
校

で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

「フェイ」と

呼んでください

委嘱状を交付された関口さん（右）

 

関
口 

良
徳 （
43
歳
）

               　
神
奈
川
県
逗
子
市
よ
り

ふ
る
さ
と
農
園
で
草
刈
り
に
励
む
関
口
さ
ん
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　　 ふるさとづくり寄附金
 花火大会協賛者【住民参加のまちづくりに関する事業】 （右側から五十音順、「ー」は口数非公表）
　　計 215 人　707 口（１口１万円）　7,070,000 円、募金箱との合計は 7,267,391 円

～ 町花火大会に協賛・募金をいただきありがとうございました。心より感謝申し上げます。 ～

氏　　　　　名 口数
あいおいニッセイ同和損害保険

（株）群馬支店高崎支社 ―

（株）アイグラン ―
（一財）愛心会 ―
（株）愛心会 ―
（株）アイ・ディー・エー建設
技術部 １

（株）アイビック １
（株）阿久津運送 10
浅田製粉（株）群馬工場 10

（有）浅野プラスチック工業 ―
朝日印刷工業（株） ３

（株）アビヨン・プロ ―
（株）アポロ板金 ―
（株）アマネックス ―
新井和子 ―
新井調査設計（株） １
新井電器 ―
EAGLE GOLF ―

（株）一粒社ヴォ―リズ建築
事務所 東京事務所 ―

井戸沢電機（株） ―

氏　　　　　名 口数
猪股俊治 ２
岩井建設（株） ―

（株）INPEX パイプライン ―
荏原実業（株）群馬営業所 ―

（株）江原電気工業 ―
（株）オウギ工設 ―
（有）大類設備工業所 ―
奥村クリニック ―

（有）小田倉生花店 ―
小幡医院 ―
小幡郷ゴルフ倶楽部 ―

（株）菓子工房こまつや ―
（有）金田自動車 ―
（株）金田商店 ―
（株）かねふく めんたいパーク ―
河原建設（株） ―
河村牛乳店 １

（有）甘楽庵山ぐち ー
（福）かんら会 シルク ―
甘楽カントリークラブ ３

（株）甘楽小林製作所 ―

氏　　　　　名 口数
甘楽路えちごや ―
甘楽富岡農業協同組合 ５
甘楽福島瓦協同組合 ６
甘楽ふるさと館 ―
甘楽ふるさと農園管理組合 ―
甘楽町ＬＰガス組合 ―
甘楽町金融会 ２
甘楽町区長会 ―
甘楽町指定水道工事店組合 ―
甘楽町自動車整備組合 ―
甘楽町石油組合 ２
甘楽町 20 区若連会 １
甘楽町農業委員会 ２
甘楽木工房 ―
甘楽やきそば １
共有重設 ―

（有）共栄社 ―
（株）クスリのマルエ
マルエドラッグ甘楽福島店 ―

熊井戸工業（株） ―
（株）クリニカ ―
黒澤銃砲火薬店 25

　
商
工
会
夏
祭
り
と
町

　
商
工
会
夏
祭
り
と
町
花
火
大
会
が
８
月

花
火
大
会
が
８
月
1414
日
、
日
、

甘
楽
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

甘
楽
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
３
３
０

　
今
年
は
３
３
０
00
発
の
色
と
り
ど
り
の
花
火
が

発
の
色
と
り
ど
り
の
花
火
が

夜
空
を
彩
り
、
一
瞬
に
広
が
る
光
の
花
々
は
、
見

夜
空
を
彩
り
、
一
瞬
に
広
が
る
光
の
花
々
は
、
見

る
人
全
て
を
魅
了
し
ま
し
た
。

る
人
全
て
を
魅
了
し
ま
し
た
。

甘
楽
の
夜
空
に
咲
く

甘
楽
の
夜
空
に
咲
く

��

大
輪
の
花

大
輪
の
花

８月14日入金確認まで・敬称略
公表希望の人のみ掲載しています
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氏　　　　　名 口数
群馬サファリ・ワールド（株） ―
群馬設備（株） ―

（株）K-HOUSE ―
こがはらクリニック ―

（株）コルノマカロニー ―
（株）斎藤管工 ―
齋藤建設 ―

（株）桜井建材 ―
佐藤産業（株） ―
佐俣勝彦 ―

（有）沢田製作所 ５
篠原整形外科医院 ―

（株）柴田合成 10
しまや ―

（有）シミズ工芸 ―
（有）清水電気 ―
（医）俊有会 もみの木こども
クリニック ５

（株）ジョイピック ―
上信電鉄グループ ―
上信ハイヤー（株） ―
上毛新聞アドシステム（株） ３

（有）昭和タクシー ―
すぷーま ―

（有）スミヤ測量 ―
聖徳銘醸（株） ―

（有）西毛リースキン ３
（株）第一テクノ 群馬支店 ―
（株）高崎測量 ―
（有）高島建鉄 ―
（有）高田自動車 ―
高津装飾美術（株） ―

（有）たかはし ―
髙橋昭光 ―

（有）高橋精機製作所 ―
髙村建材工業（株） ５

（有）滝上工業 ―
（株）田村組 ―
田村商事（有） ―

（有）田村造園土木 ―
タルヤ建設（株） 15

氏　　　　　名 口数
中設エンジ（株） ―
一寸軒支店 ―
つかさ薬局 ５

（株）電算 10
（株）登喜和製作所 ―
（株）利根設計事務所 ―
富岡ガス事業協同組合 ―

（株）富岡甘楽浄化槽管理センター ―
富岡ライオンズクラブ １

（株）冨永調査事務所 ―
（株）登利平 ―
内藤建設（株） ―
中嶋工業（株） ５

（株）中野建業 ―
中村接骨院 ―

（株）ナブアシスト ―
（株）成瀬電気工務店 1
（株）日栄ライン工業 ―
日管興業（株） ―

（株）ヌカベ 甘楽工場 ―
（株）根岸 １
パイプクリーニング ワダ ―

（株）パスコ　群馬支店 １
（医）原医院 ―
原歯科医院 ―
東日本高速道路（株）
関東支社 高崎管理事務所 ―

（有）美装タカハシ ―
広木工業（株） ―

（株）福島建築設計事務所 ３
ふくしま町歯科クリニック ２

（株）古舘建設 ５
（税）プロスタッフ和 １
星合成（株） ―

（有）細谷製作所 ―
（有）穂高建設 ―
（株）堀口測量 ３
前橋地建（株） ５
増田晋一 １
増田煉瓦（株） １
町田製作所 ―

氏　　　　　名 口数
松井木材（株） ―

（医）まつだ会 カズデンタル
オフィス ―

松田精工（株） ―
（有）松村機材 ―
丸澤秀男 ５

（株）マンナンライフ ５
（有）三木印刷 ―
道の駅甘楽 ―
三木純一 ３
峯岸秋男 ―

（株）三山精機 ―
みやもん ―

（株）武蔵製菓 甘楽工場 ―
明和産業（株）群馬工場 10
めぶきの森かんら ５

（株）森エンジニアリング 20
（株）守谷商会 ―
柳澤電機商会 ―
山口和之 ３
山口精機（株）生産工場 ３

（有）山﨑建設工業 ５
（有）山﨑自動車 ―
（有）山田水道設備 ―
（有）山田電機 ―
（株）ヤマト １
（有）山富商店 ―
湯井電気（株） ―

（株）湯川工務店 ―
ヨコオ自動車 ―
横尾石材 ―

（株）ヨコオデイリーフーズ ―
（有）横山研磨工業 ―
吉田運輸倉庫（株） ―
吉田機械工業（株） ―
吉田住建築 ―

（有）吉田精機 ―
吉田造園 ―

（有）吉田モータース ―
（株）ロココ企画装飾 前橋営業所 ―
（株）ワールドエージェンシー ３
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令和５年度 事業・決算報告を承認令和５年度 事業・決算報告を承認
　令和５年度事業・決算報告が、６月11日の社会福祉協議会理事会および６月26日の評議
員会で原案どおり承認されました。承認された事業と決算は次のとおりです。

事 業 報 告事 業 報 告
①社会福祉啓発事業の推進 ⑧居宅介護支援事業
　社協だより発行（年４回） 　計画� 779件　　予防� 277件
②総合事業（在宅福祉） ⑨通所介護事業
　在宅給食サービス 1,734食 　介護　3,058件　　予防　1,278件
　生活支援サービス 435件 ⑩福祉センター事業
　ミニデイサービス 883人 　開館日数 307日
　福祉用具貸与事業 25件 　利用者数 30,049人
　福祉車両貸付事業 ７件 　一日平均 97.9人
③障害児者福祉事業　 ⑪地域活動支援センター事業
　心身障害児者支援事業 　開所日数 239日
④福祉団体育成事業 　通所延人員 1,349人
　老人クラブ連合会、遺族会、 　一日平均 5.6人
　手をつなぐ育成会、更生保護女性会 ⑫放課後児童健全育成事業
⑤ボランティア活動の推進 　開所日数　 244日
　ボランティア連絡協議会活動協力 　利用延人員 11,630人
⑥心配ごと相談所事業 　一日平均 47.7人
　開所日数24日、相談件数９件 ⑬各種相談事業
⑦会費および募金活動 　生活福祉資金貸付事業、生活困窮者自立相

　談支援事業、日常生活自立支援事業、成年
　後見制度利用促進事業、ふくし総合相談支
　援事業

　社会福祉協議会費、日本赤十字社活動資金、
　社会を明るくする運動募金、
　赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金

⑭その他の事業
�　長寿の里・秋畑協議体、遺族会など

順　位 チーム名 打数
優　勝  第ニ白寿会 A 237 打
準優勝  轟長寿会 A 238 打
第３位  庭寿会 A 242 打

第 54 回甘楽町老連グラウンドゴルフ大会第 54 回甘楽町老連グラウンドゴルフ大会
　甘楽町老人クラブ連合会（清水 男会長）主催のグラウン
ドゴルフ大会が６月 14 日、陸上競技場で開かれ、29 チーム
170 人が熱戦を繰り広げました。上位成績は次のとおりです。

優勝した第ニ白寿会Aチーム

順　位 チーム名 打数
第４位  笹森福寿会 B 246 打
第５位  金寿会 A 246 打
第６位  天引第一長寿会 250 打



社会福祉協議会 74-5700
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決 算 報 告決 算 報 告

収　　入 支　　出
科　目 決算額 構成比％ 科　目 決算額 構成比％

受 託 金 2,586 65.1 人 件 費 1,084 27.3
事 業 収 入 383 9.6 事 業 費 967 24.3
そ の 他 の 収 入 0 0.0 事務費・その他 1,003 25.2
前期末資金残高 1,007 25.3 当期末資金残高 922 23.2

合　　計 3,976 100.0 合　　計 3,976 100.0

公益事業　決算
福祉センター、地域活動支援センターの事業を実施

収　　入 支　　出
科　目 決算額 構成比％ 科　目 決算額 構成比％

会 費 ・ 寄 付 金 298 2.5 人 件 費 8,424 69.2
補助金・受託金 4,480 36.8 事 業 費 1,134 9.3
事 業 収 入 763 6.3 事 務 費 541 4.5
介 護 保 険 収 入 3,971 32.6 共同募金配分事業 334 2.8
そ の 他 の 収 入 1,267 10.4 そ の 他 の 支 出 441 3.6
前期末資金残高 1,388 11.4 当期末資金残高 1,293 10.6

合 　 　 計 1億2,167 100.0 合　　計 1億2,167 100.0

社会福祉事業　決算
在宅福祉サービス、共同募金、学童保育所、介護保険事業などの事業を実施

（単位：万円）

（単位：万円）

資産・負債の内訳 金　　額
Ⅰ資産の部
　１.流動資産…預金・事業未収金
　２.固定資産…基本財産・車両運搬具など

3,189
1億2,883

資 産 合 計 1億6,072
Ⅱ負債の部
　１.流動負債…事業未払金・リース債務など
　２.固定負債…退職給与引当金など

1,440
5,739

負 債 合 計 7,179
差 引 純 資 産 8,893

（単位：万円）財産目録★

▲貸し出している福祉車両

▼福祉センターの入浴施設

　75 歳以上の皆さんをご招待し、敬老会を開催します。
　当日は式典とアトラクションを予定していますので、
ご来賓をはじめ関係者の皆さまもぜひご出席ください。
■ 期 日　福島・新屋地区…９月 11 日（水）
　　　　  小幡・秋畑地区…９月 12 日（木）
■ 時 間　両日ともに　午前 10 時～
■ 場 所　甘楽町文化会館　大ホール 

身近な問題でお困りのこと
気軽にご相談ください

「心配ごと相談」のお知らせ

 ９月10日（火）・ ９月25日（水）
10月10日（木）・10月25日（金）
11月12日（火）・11月26日（火）

　毎月２回、「心配ごと相談」を甘楽町公民
館で午後１時から３時まで行っています。
　９月から11月の相談日は下記のとおり
です。年間の開催日程は町民カレンダー
にも掲載してあります。

「第63回甘楽町敬老会」を開催します「第63回甘楽町敬老会」を開催します

相談日相談日



総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

夏休みに貴重な体験　公民館教室

　７月25日からは全10回の「親子和太鼓教室～子ども
のみ！親子で！太鼓に挑戦」がはじまりました。
　８月８日には、和太鼓の基本リズムを復習した後、
３人１組になり「龍神太鼓」の演奏の練習をしました。
ドラムを習っているという塚本結吏さん（小幡小５年）
は「これからもっと難しいリズムにも挑戦したい」とう
れしそうに話しました。

手
話
を
繰
り
返
し
練
習

美
し
い
姿
勢
を
意
識
し
な
が
ら

太
鼓
を
打
つ
参
加
者

　８月12日の「親子手話教室～手話で話そう！」では、土筆
信幸さん・悠さん（白倉）を講師に迎え、日常的に使うあい
さつや指文字を使った自己紹介などの手話を学びました。
　福島小５年生の友達同士で参加した山田 華さんは「楽し
く学べ、手話のことをもっと知りたいと思いました」、内藤 
柚さんは「手話に興味があり参加できてよかったです。耳が
聞こえない人がいたら助けたいと思います」と話しました。

　町公民館で「夏休み子ども教室」が開催されました。
　７月26日の「陶芸教室～小皿づくり」は、坂下明美さん（福
島）を講師に迎え、33人が参加しました。正方形の粘土を
丸や花の形に切り抜き、型に粘土を押しつけて成形した後、
竹串で模様を描きました。花火や風鈴など夏の素材をお皿
にデザインした神戸望来さん（新屋小６年）は「楽しく作成
できました。家で使いたいと思います」と話しました。

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

小
皿
の
制
作
を
す
る
参
加
者

「読書感想文にちょうせん！～読んで
書いてみよう」（７月25日）

「おもしろ科学教室～カラフル海ほたるを
作ろう」（７月27日）

「親子茶道教室～お抹茶を点てる、
いただく」（８月３日）
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　第39回親と子の木工広場（富岡木材組合・町建設業協会・県建
築業組合連合会甘楽支部主催）が７月21日、富岡製材協同組合プ
レカット工場（白倉）で開かれ、小学生と保護者33組76人が参加
しました。参加者は、事前に用意した設計図を基にしたり、その
場で木材を手に考えたりしながら、県産木材を使った作品づくり
に挑戦しました。
　母親と妹と参加した松本陽聖さん（新屋小４年）は「材料の大き
さを測るのが難しかったけれど、木材をやすりで削ったり組み立
てたりしたところが楽しかったです」と話しました。

力
作
が
並
ん
だ
作
品
展

親子で力を合わせて作品を作る参加者

　8月2日から16日には、ら・ら・かんらで作品
展が開かれ、棚やイスなど12点が展示されました。
それぞれの個性や創意工夫が感じられる作品が並
び、木材の持つ温かみや美しさなど、その魅力を
訪れる人々に伝える場となりました。

県産木材の魅力を体感　親と子の木工広場

　甘楽町食生活改善推進協議会（柏葉栄子会長）は、
７月22日・24日、にこにこ甘楽で「おやこの食育
教室」を開き、２日間で18組46人が参加しました。
　献立は「お肉と野菜の彩りプレート」「おくらの中
華スープ」「ラッシー（ヨーグルト飲料）」で、参加者
は親子で協力しながら料理を作り、「食」の魅力やバ
ランスの良い食生活について学びました。
　金子音彩さん（福島小３年）は「おいしかったので、
家でも作ってみたいです。野菜クイズが勉強にな
りました」と感想を話しました。

食を通じ絆を深める　おやこの食育教室

　「マルベリー（くわの実）ソースづくり教室」が８月10日、
ら・ら・かんらで開催されました。
　町では、甘楽くわの実桑園（小幡）を活用し養蚕文化を次
世代に伝承する取り組みを行っており、この日は、山田さゆ
りさん（小幡）を講師に迎え、８人の参加者がソースづくり
に挑戦しました。
　スリランカ出身のイシヤーリ・ニルミニさんは、「おいし
かったです。家でもパンケーキなどにかけて家族や友人と
食べたいです」と話しました。

養蚕文化を伝える

食改推会員のアドバイスを受け、親子で料理に挑戦

マルベリーの軸を１つ１つ取り除きます
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瓦を知って！高校生が地域おこしの火付け役に
　高校２年生の武田陽菜乃さん（福島）と浅香杏優さん（福
島）が、地場産業である「福島瓦」の伝統文化や技術力など多
くの魅力を再認識し地元の人に知ってもらいたいと、甘楽
福島瓦協同組合の協力を得ながら取り組みを行っています。
　２人は、８月７日、ら・ら・かんらで群馬県立女子大学
国際コミュニケーション学部の学生約30人に現状を説明し、
地元で瓦の認知度を高めるためのアイデアを募りました。
学生からは瓦を使ったイベント企画や新商品の提案、情報
発信の仕方など、多様な視点からの意見がありました。
　武田さんは「自分たちでは思いつかない提案もたくさんあ
り、貴重な機会になりました。今後は、小中学生に瓦を知っ
てもらう機会を作るなど、活動を通じて地元の魅力を再発
見してもらえたらうれしいです」と笑顔で話しました。

アイデア出しのグループワークの様子を伺う
武田さん（中央左）と浅香さん（中央右）

福島地区が熱戦を制す！地区対抗野球大会
　第41回町地区対抗野球大会が７月21日、
甘楽野球場で開かれました。規定の７回で
決着がつかず、延長８回タイブレークの熱
戦の末、福島地区が勝利しました。
◆成　績　優　勝　福島地区（左写真）
　　　　　準優勝　小幡地区
☆個人賞　最優秀選手賞　齊藤彰太（福島）
 【敬称略】  殊　勲　賞　　斉田竜輔（福島）
　　　　　敢　闘　賞　　飯塚達也（小幡）

夏休みの子どもたちに笑いと元気を
　新屋地区生涯学習推進協議会（金田倍視会長）と新屋地区
子育連（戸出いづみ会長）は共催で８月８日、新屋小学校体
育館で、夏休み親子ふれあい活動としてイベントを開催し
ました。
　子ども向けエンターテイナーとして活躍するせきあっし
さんが大型の紙の一部をくり抜いたところから顔を出し、
紙をめくりながらオリジナルの物語を展開する『人間紙芝
居』などのパフォーマンスを披露。声色や表情などを変える
豊かな表現力に会場が笑いに包まれました。
　うちわであおぐと声が高くなったり低くなったりするコーナーに参加
した野口楓介さん（新屋小６年）は「実際に参加できてうれしかった。人
間紙芝居が一番おもしろかったです」と満面の笑みで話してくれました。

↑ 軽妙な話術とパフォ
ーマンスの数々に、
リアクションを返し
楽しむ子どもたち
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岡部さんの100歳を慶祝
　岡部きわさん（大正13年８月10日生まれ・造石）が100歳の誕
生日を迎えられ、８月10日に森平町長が特別養護老人ホームシ
ルク（白倉）を訪問し、慶祝状と祝金を手渡しました。
　岡部さんは吉井町（現高崎市）小棚の生まれで、若くして両親
を亡くされた後２人の弟を育てました。造石に嫁いだ後は夫婦
二人三脚で農業と養蚕業を営み、２男１女に恵まれました。
　以前は町の料理教室に参加し、自宅でもそのメニューをよく
振る舞っていたという岡部さんの長寿の秘訣は、「好き嫌いなく
何でもしっかり食べること」。１年半ほど前に同施設に入所し現
在は、風船バレーなどのレクリエーションに参加するなど、日々
穏やかに過ごされています。 施設職員が飾り付けをした紅白幕の前で

消防団　競技大会で優勝！県大会出場
　令和６年度富岡甘楽地区消防ポンプ操法競技大
会が７月27日、富岡市北部運動公園北ゾーンで
開かれました。
　この大会は、消防団員が消防ポンプ自動車によ
る放水操作のスピードと正確性、節度などの消
防ポンプ操法技術を競い合う場で、甘楽町消防
団からは、ポンプ車の部に第２分団第２部（22・
23・24・25区）が出場し、見事優勝を果たしま
した。選手たちは、技術向上を目指し仕事の終わっ
た夜間や休日を利用して練習を重ねてきました。
　８月24日には、群馬県消防学校で行われた県
大会へ地区代表として出場し、惜しくも入賞は逃
しましたが、日頃の訓練の成果を存分に発揮した
選手に会場内からは大きな拍手が送られました。

指揮者 高田　淳
１番員（地区大会）山田幸慶
１番員（県大会） 山田勇人
２番員 木田真澄
３番員 小池　拓
４番員 峯岸真司
補助員 渡邉貴宏

【ポンプ車の部】
2–２部の選手（敬称略）

　商工会夏祭りが、８月14日、甘楽ふれあいの丘陸上競
技場で５年ぶりに開催され、大勢の人でにぎわいました。
　出店やキッチンカーには行列ができ、甘楽町音頭が流れ
盆踊りが始まると踊りの輪もでき、大人も子どもも笑顔で
踊る姿がありました。また、花火が夜空を彩ると周囲は歓
声に包まれました。夏祭り・花火大会は人々の夏の思い出
に刻まれ、地域の絆を深める大切な機会となりました。

商工会夏祭り  盛大に開催

地区大会優勝！

チーム一丸で競技に挑む
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健
康
か
ん
ら
21（
第
４
次
）を
策
定
し
ま
し
た
⑥

■ 

健
康
課
保
健
係
☎

(67）
５
１
５
９

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 　
　
　
　
　
　
　

連載
№171

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
か
か
り
つ

け
歯
科
を
年
１
回
以
上
受
診
し

て
い
る
と
答
え
た
人
は
、
54
・

２
％
、
受
診
し
て
い
な
い
人
は

43
・２
％
で
し
た（
無
回
答
２・

６
％
）。
約
４
割
の
人
は
定
期

的
な
歯
科
受
診
を
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　

残
っ
て
い
る
歯
の
本
数
が

「
９
～
１
本
」「
０
本
」と
答
え
た

10
本
未
満
の
人
が
、
定
期
受
診

を
し
て
い
る
人
に
比
べ
て
、
受

診
し
て
い
な
い
人
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。【
表
】

　
歯
を
失
う
原
因
は
、
歯
周
病

や
む
し
歯
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も

フ
ッ
化
物
の
利
用
や
、
定
期
的

な
受
診
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

永
久
歯
が
生
え
て
い
な
い
乳
幼

児
期
か
ら
、
む
し
歯
予
防
の
た

め
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
む
し
歯
の
予
防
行
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
歯
は
お
い
し
く
食
事
を
し
た

り
、
家
族
や
友
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め

に
も
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
大
事
な
も
の
で
す
。
年
に
一

度
は
歯
科
を
受
診
し
、
歯
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
20
・
30
・
40
歳
の

人
を
対
象
に「
お
と
な
の
歯
科

健
診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
、
約

９
０
０
０
円
相
当
の
健
診
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
歯
の

点
検
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
群
馬
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
75
歳
の

人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
健
診
も

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

対
象
者
に
は
広
域
連
合
か
ら
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

空
き
家
泥
棒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
買
い
物
な
ど
で
出
掛
け
る
と

き
や
、
夜
間
眠
る
と
き
に
家
や

車
の
鍵
は
き
ち
ん
と
閉
め
て
い

ま
す
か
。

　
群
馬
県
内
で
は
、
空
き
家
泥

棒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
甘
楽
町
も
例
外
で
は
な

く
、泥
棒
に
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
買
い
物
に
出
掛
け

る
だ
け
だ
し
、
鍵
は
開
け
た
ま

ま
で
い
い
か
」「
暑
い
し
窓
は
開

け
た
ま
ま
寝
て
し
ま
お
う
」と

考
え
て
い
る
家
を
泥
棒
は
探
し

て
い
ま
す
。

　
泥
棒
が
侵
入
を

　
諦
め
る
よ
う
な
対
策
を

　

泥
棒
の
多
く
は「
誰
に
も
見

つ
か
ら
ず
短
時
間
の
う
ち
に
高

価
な
も
の
を
盗
み
た
い
」と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
泥
棒
が

家
に
侵
入
す
る
の
に
時
間
が
掛

か
る
よ
う
家
の
鍵
を
閉
め
た
り
、

夜
間
は
窓
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
雨

戸
を
閉
め
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ

や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置
し
、

誰
か
が
敷
地
内
に
侵
入
し
た
こ

と
を
家
人
や
近
所
の
人
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

　
泥
棒
の
多
く
は
犯
行
前
に
入

念
な
下
見
を
行
い
、
皆
さ
ん
の

家
の
隅
々
ま
で
見
て
い
ま
す
。

家
の
鍵
を
閉
め
る
こ
と
は
防
犯

対
策
の
基
本
で
す
。
泥
棒
に
狙

わ
れ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
家
の

鍵
を
確
実
に
閉
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

福島駐在所
佐藤貴寛さん

19～10本　　９～１本　   ０本

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

～
歯
と
口
の
健
康
～ 

定
期
受
診
と

残
存
歯
数
の
関
係

【表】 定期受診と残存歯数の関係
28本以上　 　27～20本

受診
あり

受診
なし

０％　　　 20％　　　40％　　    60％　　   80％　　  100％

34.9％ 42.4％

47.5％ 28.4％

15.7％
3.9％

3.1％

6.6％
9.3％8.2％
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時

70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

町発足65周年

▶お知らせ
【９月の休館日】
　２日（月）、９日（月）、17日（火）

【蔵書点検による休館日】
　24日（火）～10月１日（火）の８日間
　ご理解とご協力をお願いします。
　※返却は夜間返却口をご利用ください。

▶９月の特集展示
　“こころの本棚”（群馬県自殺予防月間）
　“オレンジ文庫”（認知症月間）
　“敬老の日に贈る読書のすすめ”（24作品）

▶「かんらまち電子図書館」
　　　　　　　　新作入りました！
　世界各国のマガジンも読み放題です♪
　スキマ時間に新しい発見ができるかも！

　～町制施行65周年を「広報かんら」とともに振り返る～
▼昭和44年11月号

　甘楽町「合併10周年記念式典」が、昭和44年10
月16日、第二中学校の屋内運動場で行われました。
　10周年を記念して、現在も盆踊りなどで踊ら
れている「甘楽町音頭(黒沢常五郎�作詞/松井八郎�
作曲/都はるみ�歌)」が発表されました。

(広報かんら昭和44年11月号より）

世 帯 5,146
(11）

人 口 12,418
(15)

男 6,190
(17)

女 6,228
(△２)

転 入 46

転 出 27

出 生 ５

死 亡 ９

７月３1日現在
（前月末比）

武
田
の
金
、
毛
利
の
銀

垣
根 

涼
介 

著
／

K
A
D
O
K
A
W
A

あ
た
な
を
待
つ

い
く
つ
も
の
部
屋

角
田 

光
代 

著
／

文
藝
春
秋

は
じ
め
て
の
靴
下

ダ
ー
ニ
ン
グ

野
口 

光 

著
／

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

生
き
て
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？

谷
川 

俊
太
郎 

こ
と
ば
／

宮
内 

ヨ
シ
オ 

絵
／
光
文
社

あ
な
ふ
さ
ぎ
の
ジ
グ
モ

ン
タ
と
お
お
き
な
あ
な

と
み
な
が 

ま
い 

作
／
た
か
お 

ゆ

う
こ 

絵
／
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

お
と
な
も
こ
ど
も
も

知
り
た
い
生
成
Ａ
Ｉ

の
教
室

鈴
木 

秀
樹 

監
修
／
カ
ン
ゼ
ン

少年は空に取りつかれた 古本とお菓子がつなぐ
あったか短編集

やっぱり、うどんだいねぇ準備のタイムスケジュー
ルがすごい！

メリークリスマス！
ハリポタ初の公式図鑑

12がつになりました。うさぎ
さんはじゅんびをはじめます

織田の密命、武田毛利の
資金源を探れ！

「ホテル」を舞台にした
42編のストーリー

透明水彩と言葉の詩画
集（こころの本棚）傷んだ衣類を楽しく補修

インターネットの正し
い理解に

ジグモンタは洋服の穴を
ふさぐお仕事をしています

祝

h
i
k
a
r
u 

n
o
g
u
c
h
i

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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シャトルワゴン運行！
９月21日　・22日    ・23日　・28日　・29日
10月５日　・６日　  ・12日　・13日　・14日

●運行ルート（所要時間約30分）

上州
新屋駅

９人　※ 定員を超えた場合は次の便に乗車ください。

●運行日

産業課商工観光係 ☎64-8320

●乗車定員

日土 日
日

●問い合わせ

運行時刻表は
こちらから→

土
土

●多肉植物の寄せ植えコーナー
　日時：10月26日㊏ 10：00～12：00
　対象：小学生以上（３年生以下は親と一緒に）　材料費：1,000円　募集人数：15組
●ビンゴゲーム大会　　　　　　　　　　　　　　　●同時開催　銅工芸展　斎藤緋紗子
　日時：10月27日㊐ 10：00・先着100人　　　　　 日時：10月23日㊌～27日㊐
■ 申し込み・問い合わせ　文化会館 ☎74-7000　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

３大パークをめぐる

日土
月

月

めんたい
パーク

上州
福島駅

こんにゃく
パーク

道の駅
甘楽

群馬サファリ
パーク

➡
➡

➡
➡

➡
➡

➡
➡

➡
➡

  9：30便・10：00便
10：30便・11：00便
11：30便・12：00便
12：30便・13：00便
13：30便・14：00便
14：30便・15：00便
15：30便・16：00便

10：00便・10：30便
11：00便・11：30便
12：00便・12：30便
13：00便・13：30便
14：00便・14：30便
15：00便・15：30便
16：00便・16：30便

上州新屋駅発 群馬サファリパーク発

「上州福島駅」と「道の駅甘楽」では、
無料で自転車を貸し出し中！

「道の駅甘楽」には、有料（３時間500
円、延長１時間200円、１日1,000円）
の電動アシスト自転車もあります！

遊びの広場＆作品展　～木とふれあい、 木に学び、 木と生きる～
　　甘楽町文化会館　展示ホール
　　10月23日㊌～27日㊐　9：00～16：30　※27日㊐は15：00終了

料無

各停留所
乗り降り自由

10日間10日間
限　定限　定

入場無料

要申込

10月26日㊏ 10:00～15：00
10月27日㊐ 10:00～12：00

要申込

24広報かんら／2024.9.1



No.1274おしらせ版

道
の
駅
甘
楽

「
き
の
こ
展
」 

を
開
催
し
ま
す

日
時　
９
月
22
日
㈰
㈷　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　
道
の
駅
甘
楽　

特
設
会
場

内
容　
野
生
の
食
用
キ
ノ
コ
と
毒
キ
ノ

コ
の
実
物
を
展
示
し
、
見
分
け
方
の
説

明
や
野
生
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
防
止

を
呼
び
掛
け
ま
す
。
ま
た
食
用
キ
ノ
コ

の
試
食
や
し
い
た
け
な
ど
の
即
売
会
も

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
甘
楽

☎
(74)
５
４
４
５

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入
者
に

保
険
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
農
業
者

▼
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人

▼
令
和
７
年
新
規
加
入
者
ま
た
は
令
和

７
年
以
前
か
ら
の
継
続
加
入
者

▼
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

▼
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

対
象
と
な
る
契
約

保
険
期
間
開
始
日
が
令
和
７
年
１
月
１

日
の
契
約

助
成
額　
保
険
料
の
２
分
の
１

（
上
限
５
万
円
）

申
し
込
み

県
農
業
共
済
組
合
西
支
所　

☎
０
２
７
‐
３
４
４
‐
２
１
８
１

問
い
合
わ
せ

産
業
課
農
林
係

☎
(64)
８
３
１
９

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
悪
質
商
法
被
害
防
止
共

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
高

齢
者
向
け
特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
が
届
い

た
」「
家
に
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
」
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
９
月
17
日
㈫
、
18
日
㈬

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

対
象
者　
甘
楽
町
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
来
所

相
談
・
問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
(74)
３
３
０
６

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
・

富
岡
消
防
署 

移
転
し
ま
す

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
拠
点
と

し
て
、
以
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
・
富
岡
消
防

署
が
富
岡
市
一
ノ
宮
地
区
に
完
成
し
新

庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

住
所　
富
岡
市
田
島
26

移
転
日（
仮
運
用
開
始
日
）

・
富
岡
消
防
署　

９
月
21
日
㈯
〜

・
消
防
本
部　

９
月
24
日
㈫
〜

正
式
運
用
開
始
日　
10
月
１
日
㈫
〜

代
表
電
話
番
号　
(62)
４
３
２
５

※
移
転
に
よ
る
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

総
務
課

☎
(62)
４
３
２
６

　
県
で
は
９
月
１
日
㈰
〜
30
日
㈪
の
間
、

違
反
簡
易
広
告
物
の
除
却
作
業
や
違
反

広
告
物
の
是
正
指
導
な
ど
、
屋
外
広
告

物
の
適
正
表
示
に
向
け
た
取
り
組
み
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

甘
楽
町
で
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る

た
め
に
は
、
群
馬
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
よ
り
原
則
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
左
記
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
規
模
な
自
家
広
告
物
な
ど
一
部
の

場
合
を
除
く
。

許
可
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
土
木
事
務
所

施
設
管
理
係

☎
(63)
２
２
５
５

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

高
齢
者
向
け
消
費
生
活
特
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
（
無
料
）

詳しくはこちら
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相
談
料
は
無
料
で
す
。
予
約
不
要
で

す
の
で
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
９
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

場
所　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

高
崎
市
末
広
町
１
１
５
‐
１

内
容　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
家

庭
内
の
問
題
や
相
続
、
土
地
建
物
、
金

銭
、
交
通
事
故
な
ど
の

調
停
手
続
き
の
相
談

（
秘
密
厳
守
）

問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
高
崎
支
部

☎
０
２
７
‐
３
２
２
‐
３
５
４
１

　
食
を
通
じ
た
地
域
の
居
場
所
と
し
て
、

毎
月
開
催
し
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
食
堂

ほ
ぺ
た
ん
広
場（
甘
楽
）」の
実
施
日
が

９
月
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

実
施
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所　
に
こ
に
こ
甘
楽

参
加
費　
▼
子
ど
も
・
学
生　

無
料

▼
大
人 

２
０
０
円

内
容　
食
事
提
供（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）

※
予
約
優
先（
先
着
30
人
）

※
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
は
対
応
し
て
い
ま

せ
ん
。

協
力
・
後
援　
甘
楽
町

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
総
合
企
画
室

☎
０
１
２
０
‐
５
２
‐
９
６
３
８

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

メ
ー
ル
：gunm

a_kum
ikatsu@

coopdeli.coop

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、
参
加

す
る
人
の
名
前
・
年
齢

・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

薬
剤
師
に
よ
る
健
康
相
談
会
や
無
料

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。
お
薬

の
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
薬
手
帳

を
持
ち
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
富
岡
市
役
所
議
会
棟 

１
階

富
岡
市
富
岡
１
４
６
０
‐
１

内
容　

◇
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
の
見
つ
け
方

◇
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
体
験

◇
薬
剤
師
業
務
分
包
体
験

◇
地
域
の
病
院
紹
介

◇
測
定
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

※
駐
車
場
は
富
岡
駅
東
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
係

☎
(62)
１
５
４
１

知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。

　

自
殺
や
心
の
病
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
や
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
す
た
め
の
啓
発
月
間
で
す
。

　
心
が
も
や
も
や
し
た

り
、
ざ
わ
つ
い
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
心
の
内

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◎
相
談
窓
口
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
厚
生
労

働
省
）

「
ま
も
ろ
う
よ 
こ
こ
ろ
」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
相
談
が
で
き
ま
す
。

◎
自
死
遺
族
相
談

日
時　
原
則
、
毎
月
第
２
金
曜
日

午
前
９
時
〜（
予
約
制
）

対
象　
家
族
な
ど
を
自
死
で
亡
く
し
た

人（
家
族
、
婚
約
者
、
友
人
な
ど
）

場
所
・
予
約

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

前
橋
市
野
中
町
３
６
８

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
１
１
５
６

〜
一
般
参
加
の
出
品
者
募
集
〜　

日
時　
11
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰
㈷　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

場
所　
甘
楽
町
文
化
会
館

対
象
作
品　
手
工
芸
・
陶
芸
・
書
道
・

俳
句
・
絵
画 

な
ど

対
象
者　
町
内
在
住
の
社
会
人

申
込
期
限　
10
月
８
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

    
            

募　

集

募　

集

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

薬
と
健
康
の
週
間
記
念

「
甘
楽
富
岡
健
康
フ
ェ
ア
」
開
催

９
月
は

群
馬
県
自
殺
予
防
月
間

    
              

健　

康

健　

康

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

民
事
・
家
事 

調
停
相
談
会

詳しくはこちら

ふ
れ
あ
い
食
堂
ほ
ぺ
た
ん
広
場

実
施
日
変
更
の
お
知
ら
せ

産
業
文
化
祭
（
文
化
部
門
）

作
品
展　

出
品
者
募
集

詳しくはこちら

おしらせ版
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町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
返
礼
品
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、

自
社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
。 

登

録
に
あ
た
り
、
登
録
料
や
手
数
料
な
ど

の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
手
続

き
は
町
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
者
の
要
件　

町
内
に
本
支
社
、
事
業
所
、
生
産
・
製

造
拠
点
が
あ
る
こ
と
な
ど

返
礼
品
の
要
件　

▼
町
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の　

▼
町
内
で
原
材
料
の
主
要
な
部
分
が
生

産
さ
れ
た
も
の　

▼
町
内
で
主
要
な
部
分
の
製
造
・
加
工

を
行
っ
て
い
る
も
の　

▼
町
内
で
提
供
さ
れ
る
役
務（
サ
ー
ビ
ス
）

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
係

☎
(74)
３
１
３
４

『
秋
の
楽
山
園
で
絵
を
か
い
ち
ゃ
お
う
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

日
時　
10
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正

午（
雨
天
中
止
）

場
所　
楽
山
園

参
加
資
格　
町
内
在
住
の

小
学
生
・
中
学
生
お
よ
び
保
護
者

持
参
す
る
も
の　
筆
記
用
具
・
色
を
塗

る
も
の
・
シ
ー
ト
・
飲
み
物
・
折
り
た

た
み
イ
ス
持
ち
込
み
可

参
加
費　
無
料　

参
加
賞　
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク（
Ａ
４
）

集
合
場
所　
楽
山
園
駐
車
場
に
午
前
８

時
30
分
に
集
合

申
し
込
み
方
法　
参
加
希
望
者
は
学
校

名
・
学
年
・
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
と

保
護
者
同
伴
の
場
合
は
保
護
者
名
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
９
月
20
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
作
品
は
10
月
20
日
㈰
〜
10
月

31
日
㈭
に
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ

リ
ー
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に
て
展
示
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小
幡
地
区
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

会
長　

山
田

☎
０
９
０
‐
４
６
５
０
‐
０
２
５
８

FAX 

(74)
２
０
８
２

　
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
９
月
24
日
㈫　

午
後
６
時
30
分

〜
（
受
付
：
午
後
６
時
15
分
〜
）

場
所　
町
公
民
館 

大
会
議
室

講
師　
富
岡
総
合
病
院

企
業
長　

佐
藤 

尚
文 

氏

参
加
費　
無
料

共
催　
富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
・
か
ぶ

ら
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　
９
月
20
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

◆ 
試
験

日
程
・
会
場

▼
10
月
27
日
㈰
・
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬　

▼
11
月
３
日
㈰
㈷
・
関
東
学
園
大
学

▼
11
月
17
日
㈰
・
群
馬
県
公
社
総
合
ビ

ル
ま
た
は
群
馬
建
設
会
館(

受
験
票
に

て
指
定)

申
し
込
み
方
法

▼
書
面
申
請
：
９
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）の
間
に
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
群
馬
県
支
部
へ
持
参
。
郵
送
の

場
合
は
９
月
20
日
㈮
消
印
有
効

▼
電
子
申
請
：
９
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
24
時
間
対
応
）の
間
に
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

そ
の
他　
試
験
時
間
は
、

試
験
の
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

◆ 

準
備
講
習
会

日
時　
10
月
18
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
万
2
９
５
０
円

受
付
期
間　
９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
、
下
仁
田
消

防
署
、
多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部

問
い
合
わ
せ　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
予
防
課　

☎
(62)
４
３
０
６

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

    
            

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

小
幡
地
区
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

第
２
回
写
生
大
会
参
加
者
募
集

講
演
会
開
催

～
少
子
高
齢
化
社
会
を
生
き
る
～

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

募
集
し
ま
す

詳しくはこちら

電子申請
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